
















要約:今年度の調査研究において主として不登校に伴う機能的身体症状の発現機制から、

各種不安障害による身体症状と、抑うつ性障害や転換性障害や心気症などその他の障害に

よる身体症状の 2グループに分類して検討を行った。その結果不安群は非不安群より持続

期間が短く、非不安群は身体症状の遷延傾向があることがわかり、各障害による治療援助

システムの変更が必要であることが示唆された。


